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横浜市立大学先端医科学研究センターの共同研究グループが、 

前立腺癌の再発を予測できる遺伝子を発見！ 

（aPKCλ/ιと IL-6 とのコラボレーション） 
 

☆研究概要 

 中高年男性に多く発生する前立腺癌は急速に増加の傾向にあります。早期の前立腺癌

の治療成績は良好ですが、再燃性の前立腺癌へと変化すると予後不良であり、その診断

と治療法の開発が急務となっています。 

横浜市立大学先端医科学研究センターの共同研究グループは、細胞極性関連遺伝子で

ある atypical Protein Kinase C λ/ι (aPKCλ/ι)に着目した研究から、aPKCλ/ιの発現量が

多い前立腺癌組織で再発の危険性が高まることを見いだしました。更に、前立腺癌細胞

株を用いた解析から、aPKCλ/ιがサイトカイン（細胞間情報伝達分子）であるインターロ

イキン 6(IL-6)の発現と分泌の増加を介して前立腺癌の増殖を促進させていることを明

らかとしました(図)。 

IL-6 が癌の進展と関わるとの報告も踏まえると、今回の研究成果は、aPKCλ/ιと IL-6

との両者に着目することにより、前立腺癌の進展と予後の診断精度が大きく高まる可能

性を示唆しています。更に、両者が亢進したケースでは IL-6 を治療標的とした治療が期

待できることをも示唆しています。このような可能性の更なる検証が今後の課題です。 

 

 

 

 

 

 

☆研究成果のポイント 

①aPKCλ/ιの発現量が多い前立腺癌組織で再発の危険性が高まることを確認 

②aPKCλ/ιの発現量が前立腺癌の再発を予測できる因子であることを確認 

③前立腺癌細胞での aPKCλ/ιの発現量の増加は IL-6 の産生を通して癌を進展させることを確認 
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図 前立腺癌細胞内での aPKC の機能模式図 
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※ 本研究成果は、Proceedings of the National Academy of Sciences of the United States of America 

(PNAS, September 22, 2009, 106(38):16369-74)に掲載されました。 

※ 本研究成果は、先端医科学研究センターの研究開発プロジェクト（窪田吉信教授（泌尿器病態

学）、大野茂男教授（分子細胞生物学））の研究成果の一つです。特に、本研究では、石黒斉客

員准教授（泌尿器病態学）、秋本和憲助教（分子細胞生物学）、長嶋洋治准教授（分子病理学）、

上村博司准教授（泌尿器病態学）らの若手研究グループが大きく貢献しました。 

※ 本研究は、文部科学省科学研究費により行われました。 

 

 

 ＜お問い合わせ先＞ 
  （本資料の内容に関するお問い合わせ） 

  公立大学法人横浜市立大学 先端医科学研究センター 
  （大学院医学研究科 泌尿器病態学） 上村 博司 

TEL：045-787-2679 FAX：045-786-5775 
E-mail：hu0428@yokohama-cu.ac.jp 

 
 （取材対応窓口、詳細の資料請求など） 
  公立大学法人横浜市立大学 先端医科学研究課 
  先端医科学担当 中野、平井 

TEL：045-787-2592 FAX：045-787-2509 
E-mail：sentan@yokohama-cu.ac.jp 
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＜横浜市立大学先端医科学研究センター＞ 
公立大学法人横浜市立大学では、横浜市中期計画の「がん対策の推進」事業を行うため、免疫・

アレルギー疾患や生活習慣病、がんなどの原因究明と、最先端の治療法、創薬など、臨床応用に

つながる開発型医療を目指した研究を行う先端医科学研究センターを平成 18 年 10 月に開設し

ました。現在、本学の持つ技術シーズを活用した最先端の医科学研究を行う 17 件の研究開発プ

ロジェクトを推進し、研究成果を市民等の皆さまへ還元することを目指しております。 
URL： http://www.yokohama-cu.ac.jp/amedrc/index.html 
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